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稲傑斑病菌の護育及び胞子袈芽
さ温度ごの関係
??
?
1・緒 雷昭和15年秋著者は倉般市の嘗大
原農業研究所圃揚の栖の葉身及葉鞘に褐色φ細
長h溺斑が費生してゐるのぞ認めたが、其後も
祉の病気は冨手費生した。本荷の費生は倉穀市
附涯では普通9p上旬に始まり、稲の枚穫期に
至るに縫って被割ま増大し、早〈よP窓生した
下藁には枯死するものもあうた.この病害につ
を調査した結果、 OercosporaOry.zae Miyakeに因
る相候葉枯病である事がやjったので、主主iこその
概要令報告する ω
ヌト情害に闘する研究報告は極めて少いが、こ
れは我闘では被害が結束軽微であった矯めさ思
はれる.本稿の分布は支部、，ピルマ及び来印廃
諸島で民丘米閣の L叩 i向田州'1を中心乏した地
域にも資生レてゐる事が報、ぜられてゐる.
2・病 徴葉身及び薬物を主としτ侵し:惇
及~.摺にも費生ずる。病斑郎は脈に滑ひ赤褐色
長形で3-o'粍、幅0・2-0・4粍が普通で、大き
いものでは10粍に語い長さのものもある.その
周囲は策費してゐるが限界は不明瞭である.病
斑の古いものでも褐色を保ち￥中央部がや L藁
色lこ費やる場合もあるが、判然とした輪棋は呈
しない.斯る病斑が多数生じτ互に融合すれば
不規則な斑艶を作るに至る'揚合もある。病斑部
は輯色の細い.賦で損じ嫌がってゐないのを特
徴とする
3・病原菌揚子樹立葉の甚聞に生ヒ、長さ
8δ-11.5、幅 8~4 tユー2-6の隔膜を有レ、
色は淡褐色、叉は褐色で基部に至る現浪厚であ
~~) -aで
、
隆
?
-る.分生胞子は揖惇肢で2-6の楠膜を有し有
無色‘でその大さは45x45tユ(22ー 74x4-6 ) 
である 本菌は三宅市郎氏〈明42)の褒表に保
はる帽の CercωporaOryzaeの記載と金〈一致す
るので氏の襲名会用ひる事さした.
4・分離11び培養 著者は昭和15年10月、
16年11 月及び17~手11月に嘗太原農業研究所に穂、
主たした被害葉から本病閣の分続金試みた。そq
方法は病葉から若い病斑を切取り、之毎日∞偵
の昇宗7Xで表面消毒-a-f.l:し充分殺菌水で水洗し
た後1一%萎芽エキス寒天I苦養基上に載せ揺氏24
度に保って薗糸の費生を待った.本高の聾育は
他の薗類に比~る是非常に稜慢であるため分挿
の際菌糸の費生まで数日聞を要した3
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5・菌糸の瑳宵と並に分生胞手の電車芽温
度との闘派 分生胞子形成の良好な第3蹴及
び第泌蛾薗t容を用Cム馬鈴薯煎汁寒天に移継し各
種の温度t乙於げる菌糸の生育ぞ比較した結果の
概要は第1表 IA)の様で護育最底は10(i附近
、，
最高は36蔓延f最適は20-27度である.J(牙生
胞子の護芽と温度との関係につきても貰撤した
が、其結呆のt!&描は第1表 B)の如くで、輩
、芽歩合の最低、最高、最適温度は菌糸瑳育の夫
と略例織である。
2化蝶識の護生議察に闘す 3基礎的腕究
特に 2化摂最の越多生理に就いτ 〈議報)
深谷昌三え
1 )紺 冒最近2化娯晶の童生議察に就
いての統計的研究が失々t二宮表され既t二貰用的
慣f血を有するま思描されるものも・2.3に止.まら‘
たいが司永?吉本書晶の費生捜構さいうものが明
かにされてないのでーつの費生旗第方式が成立
しτもその理論的裏付付tこ依げる憾があゐ.そ
とで筆者は年聞を遁巳士の1化娯晶の生理崎活
動栓追究したならば何わ、費生謙察の線描さなる
ものがあるのではないかさの考えからまま 3，4 
年間この方向に沿っτ仕事伝進め℃いる 併し
今裁で断定的なとさ、特IC2化期の議生態察に
就いては殆E何もいうこさは出来理専、のである
・.
が、.ある程度亭;筈畠のテ.理的活動の推移さいつ
ft.ものが判明したのでこれを簡単に紹介するこ
さにした d 印刷の闘係で表;ゃ園を取入れるこさ
が出来なかったので充分意の端せない所もある
がミの動議め御諒承賜り寝い，
n)笹生期の地域性 温帝聞に於ける 2
化蚊-晶は大館年に2国費生す忍とさに1iってい
るが、特殊ーな地域例えば中園地方の山間部等で
は年 l化にしτ終る所もある。 1化，2化の境界
肱年じよって多少費動ず'tょうであるが、中国・
地方では大煙年平均祭温がl:l.doC以午、標高で
害晶øli~、 2 化は遺体因子的意味に蜘砂る化
性によ‘るさ見られないニまもない.卸ち極端tこ
いえば1化性棋晶まいうものの存在をもー臓移
える必要があるさ思う.それさ同織のニさが2
1e泊帯でも凶えるようである.岡山脈南郁の2
化地帯で本害晶は寝袋傑件によっ可は年に3回
以上費生L縛るのであるが中にはどうも2回以
上は絶割に費生し得ないざいう因子を混在して
いるのでは主いiJ孟さ疑えば疑える揚合も1>る.
QPち騒地の 2 化螺晶には 2化性~3化性(或は
多化性)が混在しているのではないかtEいうの
であるJこの事に闘しては後にも述べるが詳し
〈は何れ報告するつもりである.
それから 2化地帯に於ける第1化明費蛾l闘で r
あるが、世間地方の温暖な地域では褒蛾が埋
〈、比較的容冷な地方では早いさいう凡そ積算
温度の理論からは説明出来ない面白い現象があ
る・幼晶胡の噴境漁度が高い場合棋晶の洞化期
が2週間位い早まるさいう毒事は筆者が賞験的に
確1めfこ所であるが、どうも寒冷地に於ける早期
費蛾現象l玄米t!環境漁獲t!t3"で充分説明するニ
さはm来ない.
1)越さ5前幼虫の紐温
いうなら4叩m以上の匙較的窓冷な地域に於τ2 1) 稲品種ミ彼苦手輩率及び棋治情組重三の闘
化螺晶は 1化性でbるさ見てよい. 、 係 栢が品種に主って螺畠による被害程度を呉
さて2化螺晶は蓋越のように暖かな所では年 にするさいうこさは古くから云はれて来た母、で
4，5回費生Lミ青森さか北海道のように主主い所 あるがニうした被害差を惹起する原因に説いて
では年に 1回t!け費生するざいラ事官からその はあまり研究されτない.
制的軍に環境温度によってのみ支配さ村M、 筆者は同一様件下iこ14品種の稲を哉壇し、被
tこ考えられ勝である念、それはそのように簡第 害整率ミ艇風乾電ミ白相殺或は螺晶0個組重さ
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